
大
正
四
年
六
聞
ニ
十
一

n'百
三
種
個
個
物
園
可
ハ
句
問
↓
幅
一
目
置
現
行
》

春三十二笥詰一( 雪買

;ff 哩itEl- Fヨタ」左手互五寸-J:己~

品

調

晶

蔵

消
費
税
に
於
け
る
砂
糖
税
の
地
位
殺
授
車
問
士

徳

川

幕

府

の

財

政

に

つ

い

て

華

料

神

話
l

酒
税
の
鴨
搬
を
論
ず

肱
町

英
国
炭
坑
凶
有
問
題

輸
出
信
用
保
険
制
度
創
定
の
提
案
・
詰

措

鳳

常

制

品

農
奴
解
放
後
一
一
時
露
両
亜
の
土
地
問
題

論

指

惜

緯

略

英
育
利
の
商
工
立
国
政
策

造
艦
帥
加
工
場
に
於
け
る
公
傷
卒

獅
逸
の
労
働
者
銀
行

失
業
ご
物
債
の
盤
動

助
教
純

、
t
五

二

I
'
?
I
 

2
・目

L

一 議

開

載

政

投

法

市

博

士

経
済
明
博
士

m川
品
保
ハ
リ

t
h
r
ト
h

f
t
f
二

山
我
位
制
抑

mf士

古
川
叫
内
川
品
川
リ
向
業
仙
川
下
校

教

授

制

的

叫

r
イ」

卿
諸
制
料
W
N
F
士

相
拙
川
内
h

ナ

汐 本紳

見 JJ:戸
袋

三泊:iE

耳目耳目古仕

河

田

嗣

郎

小
島
昌
太
郎

吉

川

秀

= 

八

木

芳

之

助

附

崎

文

規

h
H
lし
」

戸

〕

l
加川
n

r

h
ノ

一

「

llJ

菊

田

太

郎

法
崎

A
V

林
識
共
同
脳
出
品
開
附
剖
則
・
白
竹
m
M
制
設
時
持
制
山
M
H
凶
・
乳
肉
卵
共
同
畠
理
境
問
叫
別



事正

是主

失
業
主
胸
仰
の
抑
勘

失
業
す
」
物
債
の
境
動

太

自I1

菊

m
 

失
業
と
物
倒
の
盟
問
と
は
、
制
油
開
現
象
巾
H

恥
も
抗
出
世
た
る
も
の
L

一

、J

で
あ
っ
て
、
北
協
越
す
ゐ
所
も
削
る
闘
い
か
仔
可
租
み
の
主
而
よ
り
研

究
ぜ
ら
件
て
ゐ
る
。
特
に
、
困
者
印
刷
M
M
に
つ
い
亡
は
、
我
山
山
同
に
時

〉

て
も
瑚
究
岬
究
が
鵡
め
ら
れ
て
ゐ
る

ω
草
加

T
Z
E
E
o
s
-
C
Z
E

同
雪
山
内
4
(〈
O
「
円

HHazo-a)
誌
ヒ
に
後
表
せ
り
れ
て
ゐ
る
守
Lコ
四

百
ω
Z『
故
投

ω
=〉
き
ニ
凶
HEP-
司巴

E
S
官

7
Z
3
5
2
4
H
4
E

E
E
H
E晶
司
コ
リ
舗
の
『
P
2
間
宮
=
は
、
恰
も
此
山
間
幽
を
放
っ
て
ゐ
る
。

敏
悦
は
本
前
文
に
於
て
、
失
業
と
物
似

ω雄
助
と
が
品
め
て
噌
按

η
関

係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
失
業
川
阻
山
解
決
が
物
倒
政
策
に
伐
た
ざ
る

を
得
ざ
る
所
以
を
明
に

L
て
ゐ
る
。
以
下
少
し
〈
共
製
旨
を
紹
介
す

匂
台
。通

貨

枚

締

が

失

業

の

府

間

で

あ

る

こ

ご

は
、
各
人
の
等
し
〈
認
め
る
所
で
品
っ
て
.
一
九
二
一

年
に
於
げ
る
米
凶
内
不
ぷ
気
、
戦
悦
に
於
げ
る
英
凶
、

チ
ェ
コ
・

λ

ロ
バ
キ
ヤ
、
諾
城
山
不
景
気
に
つ
い
て
此
縄

の
説
明
が
加
へ
ら
れ
た
る
が
如
言
、
葉
山
り
質
例
で
あ

内
凶
作
出

ω
E
o
p

第
二
十
三
谷

(
弘
一
三
蹴

プ、

) 

/， 

る
o

反
針
に
、
池
貨
膨
脱

E
白
色
。
ロ
は
産
業
に
刺
戟
を

興
へ
、
就
業

ω増
加
(
換
言
す
れ
ば
失
業

ω減
少
)
十
来

す
も
の
で
ゐ
っ
て
、
こ
れ
も
亦
同
慌
に
周
知

ω
事
貨
で

ゐ
る
o

然
る
に
、
不
思
議
な
こ

Z
に
は
、
氏
気
循
環

切口氏ロ
2
ω
Q
n
F
の
問
題
に
な
る
ご
、
印
刷
貨

ω牧
縮
及

び
膨
脹
£
失
業
己
的
関
係
は
全
(
看
過
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
o

例
へ
ば
、
目
。
。
耳
吋
氏
の
下
に
組
織
せ
ら

れ

τゐ
た
失
業
問
題
時
員
曾
は
、
三
年
以
前
に
立
一
献
な

報
告
書
金
提
出
し
、
失
業
に
影
響
す
る
ご
忠
は
れ
る
ゐ

ら
ゆ
る
要
素
に
つ
い
て
綿
密
也
考
察
を
途
げ
た
の
で
ゐ

る
が
、
唯
l

一
鮎
、
見
貨
山
一
服
服
及
川
牧
紛
に
閲
し
て

は
、
遂
に
胸
れ
る
所
が
な
仰
っ
た
の
で
ゐ
る
。

経
憐
島
「
者
・
統
計
同
学
者
り
多
〈
は
、
所
説
M
品
試
循
環

を
必
然
的

4
府
民
な
り
と
し
、
従
っ
て
之
が
柄
拘
九
に
蛍
つ

τも
、
通
貨
内
枚
縮
及
び
膨
服
に
は
左
り
み
悩
志

L
て

ゐ
な
い
ゃ
う
で
ゐ
る
。

hr
〈
℃
、
規
貸

ω牧
縮
及
び
膨

脹
な
る
も
の
は
、
ぞ
の
緩
漫
に
来
る
さ
急
激
に
起
る
ご

を
問
は
字
、
何
れ
も
常
然
失
業
紋
般
に
反
映
す
る
も
の

で
あ
る
に
拘
ら
宇
、
所
調
景
気
循
環
|
|
痔
柴
田
仲
の
好

況
E
不
況
ご
、
労
働
不
足
手
失
業
ご
の
織
起

1
ー
を
論
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が
炉
〈

ω如
〈
大
な
る
を
知
れ
ば
‘
所
謂
U
A
気
循
環
な

る
も
の
、
必
然
的
存
在
は
疑
問
ご
な
ら
5
る
を
得
な

い
。
現
今
産
業
の
雄
一
波
に
影
響
す
る
周
期
的
麹
動
は
、

多
利
多
保
な
土
に
、
極
め
て
錨
雑
し
て
ゐ
る
が
、
貨
物

取
引
量
統
計
の
上
に
現
は
れ
る
は
品
紙
循
環
は
、
品
等
多

貨
幣
の
脂
質
力
の
縫
化
、
換
言
す
れ
ば
物
債
の
一
般
一
(
の
周
期
的
接
勤

ω反
映
ご
す
る
よ
り
も
、

U
し
ん
貨

霊
・
一
罪
主
部
M
b
す
影
響
を
多
年
に
わ
た
h
腕
先
ー
し
て
一
柄
欄
値
不
安
定

ω反
映
さ
見
る
方
が
穏
蛍

ω
ゃ
う
で
あ

ゐ
る
宮
各
日
教
授
は
、
貨
幣

ω臨
民
力
り
越
化
が
失
一
る
。

業
に
及
ぼ
す
影
響
に
う
い
て
.
特
に
周
到
な
る
仰
袋
を
一

一一一

続
け
た
ω
以
下

ω
議
論
は
、
主

Z
L
て
北
(
の
叫
引
先
紡
川
市

に

基

い

て

居

る

の

で

あ

る

。

貨

幣

川

悦

低

同

盟

動

が

失

業

に

謝

す

る

相

闘

々

係

は

、

そ

盟
各
司
教
授
は
、
貨
物
取
引
最
正
封
比
す
る
に
、
物
が
貨
物
取
引
量
に
劃
す
る
相
閥
々
係
科
大
で
は
な
い

l

欄
卒
準
其
り
も
り
を
以

τせ
守
、
物
同
闘
争
準
鎚
勘

ω
卒
↑
が
、
し
か
も
一
九
一
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
期
間
じ
あ

を
以
て
し
、
明
石
川
同

ι
一
の
叫
の
溢
れ

ιr冒
Z
O
L
F同
一
つ
て
は
相
官
に
大
で
、
賃
値
巾
購
買
力
り
麹
動
が
失
業

ω

を
決
定
し
て
、

E
g
p
の
相
川
剛
係
数

J

己
し

τ九
四
・
一
以
況
を
決
定
す
る
原
因
で
あ
る
三
一
五
っ
て
も
宍
支
な
い

一
折
(
十

E)
を
得
て
ゐ
る
。
こ
の
相
闘
々
係

ω大い
1

一
位
で
あ
る
。
こ
の
闘
係
記
事
誕
た
る
涼
測
は
一
般
に
識

さ
は
一
般
に
所
謂
ぷ
誠
一
雄
動
記
肝
咽
押
す
る
に
充
分
で
あ
一
知
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
o

卸
ら
、
貨
幣
が
例
値

4

ぞ

っ
て
、
他
に
何
等

ω一
説
明
幡
宮
英
ゼ
中
古
し
て
、
教
授
は
一
失
っ
て
行
〈
際
、
換
言
す
れ
ば
物
倒
平
準
が
引
っ
て
行

論
争
』
港
め
て
ゐ
る
o

く
際
に
は
、
企
業
家

ω牧
入
額
は
之
に
仲
っ
て
増
大
す

貨
物
取
引
量
ピ
物
債
目
中
準
越
化
の
率
ピ
の
相
閑
々
係
る
が
、
そ
の
支
出
額
は
そ
ん
な
仁
増
大
し
な
い
草
之
で

(
弟
三
抗

す
る
に
嘗
つ
て
は
、
就
業
及
び
失
業
な
る
現
象
が
貨
幣

金
融
に
劃
し
て
有
す
る
関
係
を
、
金
〈
忘
却
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

第
二
十
三
巷

~
J、
) 

ii. 

~. 

ル
ー
業
と
物
倒
山
艇
酎

轍
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ヰ2

火
業
L
一
物
倒
内
製
動

総

品
二
十
一
一
を

r泊
三
挽

一'、
問

11. 

l叫

あ
る
。
葦
し
.
企
業
者
山
支
出

ω重
要
項
目
を
な
し
て

ゐ
る
も
の
は
、
説
昨
分
に
謝
す
る
利
子
で
ゐ
っ
て
も
地

代
、
給
料
、
労
賃
等
で
あ
っ
て
も
、
英
の
大
部
分
が
議
上
越
山
り
や
う
な
失
業
百
貨
融
制
勝
買
力
の
盤
動

εの
密

め
一
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
企
業
利
綾
な
照
勝
目
川
普
通
看
過
せ
ら
れ

τ了
ふ
の
は
、
物
便
苧

潤
は
多
〈
な
り
、
所
前
成
金
が
輩
出
す
る
の
で
あ
る
o

準
、
印
ち
物
川
間
内
高
侭
が
産
業
外
に
及
ぼ
す
影
響
正
、

こ
の
場
合
に
は
似
令
一
時
的
に
も
せ
よ
就
峨
は
増
加
す
物
倒
φ
準
内
漣
動
・
叩
も
物
倒
山
防
法
-ur

売
業
界
に
及

る
o

然
れ
ど
も
か
、
る
通
貨
膨
阪
が
長
年
月
総
縦
す
る
は
す
影
響
ご
が
全
然
別
物
で
ゐ
る
よ
己
を
考
へ
な
い
か

ご
き
は
、
凡

τの
方
面
し
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
来
る

U

心
で
あ
る
。

通
貨
脳
阪
に
よ
っ

τ勢
働
者

ω
仕
事
が
殖
え
る
場
合
に
忠

ιに
、
高
い
物
慣
が
就
業
を
多
く
す
る
評
で
も
な

於

τす
ら
、
同
附
に
共
生
活
費
が
一
一
両
〈
な
る
か
ら
、
此
(
、
低
い
物
仰
が
失
業
を
終
戒
す
る
認
で
も
な
い
。
物

意
味
に
於
l
勢
働
者
は
不
利
盆
を
家
ら
古
る
を
得
な
い
川
平
準
が
一
一
品
い
か
低
い
か
は
究
極
に
於
て
失
業
ご
は
些
一

の
で
ゐ
る
o

ω

関
係
を
も
布
し
な
い
o
m
M
h
に
、
物
仰
が
現
在
よ
り

他
而
・
物
倒
ド
落
の
際
に
は
、
其

ω影
響
が
枚
入
に
百
固
い
高
い

Z
し
て
も
、
腕
柑
附
す
る
こ
ご
な
〈

L
て
民
高

早
〈
支
出
に
遁
〈
現
は
れ
る
結
川
市
、
企
業
利
潤
は
減
少
一
さ
を
維
持
し
て
居

μ
ば
、
就
業
的
多
く
な
る
べ
き
理
肉

す
る
。
何
正
な
れ
ば
物
倒
腕
武

ω際
三
民
劇
到
の
理
山
が
一
は
存
荘
し
な
い
。
叉
悦
A

ザ
物
仰
が
今
日
よ
b
十
・
和
紙
〈

働
く
か
ら
で
ゐ
る
。
放
に
破
産
、
事
業

ω
全
部
文
H
U

一↑

τも
、
其
欣
腿
で
耐
止
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
産
業
界
の

部
休
止
、
失
業
等

ω現
象
が
総
出
す
る

ωで
ゐ
る
o

一
不
況
を
も
失
業
を
も
勝
家
L
な
い
υ

併
L
乍
ら
、
物
倒

こ
の
学
班
上

ω
結
論
は
統
計
に
現
は
れ
て
ゐ
る
事
寅
一
が
一
卒
準
か
ら
他
の
平
準
へ
下
る
際
に
は
、
売
業
界
の

ご
正
[
〈
一
致
し
て
ゐ
る
o

こ
れ
失
業
が
貨
幣
購
買
力
不
況
正
失
業

F
Y増
L
、
反
抗
剖
仁
、
物
価
叫
が
騰
貴
す
る

の
援
動
ピ
相
関
々
係
に
ゐ
b
t
云
ふ
所
以
で
あ
る
o

場
合
仁
は
、
就
業
を
多
す
る
の
で
あ
る
c

こ
の
こ
ご

四
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は
、
恰
も
、
自
動
車
の
が
y
y
y
消
捷
量
が
、
低
地
な

る
ご
高
瓜
な
る
ご
に
は
知
胸
係
に
、
卒
四
札
な
道
路
で
は

同
一
で
あ
b
、
坂
を
上
る
際
に
は
多
〈
、
下
る
際
に
は
一

少
レ
の
ご
、
似
て
ゐ
る

ω
で
ゐ
る
。

五

一

真
に
】
刊
阿
佐
耳
殺
授
は
、
出
員
百
円
ι
P
E
E
h昨
日
。
、
一

何

2
2目
片
財
団
員
R
F
ω
統
計
恥
己
資
料
E
L
T
、
失
業
十

ピ
物
償
提
動

ω本
ご
の
相
闘
々
一
依
を
グ
ラ
フ
に
依
っ
て
一

示
し
た
後
に
、
左
の
如
〈
論

ιて
ゐ
る
o

一

物
剛
容
準
り
盤
動
が
失
業
的
一
総
動
の
原
闘
で
あ
る
ご

す
る
目
見
解
に
は
相
官

ω根
城
が
ゐ
る
や
う
じ
胞
は
れ
一

る
。
併
し
両
者
の
闘
係
は
共
作
的
た
る
に
止
っ
て
、
凶
一

果
的
で
は
な
い
己
す
る
第
二
の
見
方
も
、
両
者
は
何
れ
一

も
他

ω胤
闘
の
結
川
市
で
あ
る
ご
す
る
第
三
の
見
方
も
、

共
に
成
立
l
得
る

ωで
あ
る
o

而
し
て
、
此
り
三
見
解

は
、
皆
一
戸
川
内
異
浬
を
一
市
!
一
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、

M

川一

れ
を
採
b
、
何
れ
を
拾
つ
べ
き
や
、
速
に
断
定
L
得
な
一

ハ
ー
の
で
あ
る
G

之
を
要
す
る
に
、

雑

銀

理
論
上
質
際
上
の
何
れ
よ
'
り
す
る

失
業
と
物
仰
の
起
動

も
貨
幣
煩
値
の
縫
動
が
失
業
な
る
現
象
を
理
解
す
る
た

め
の
唯
一
の
鍵
|
|
少
(
ご
も
最
も
重
要
な
憾
の
一

ー
ー
た
る
こ
ど
を
示
し
て
ゐ
る
。
伎
に
、
も
上
品
仙
の
見

解
に
し
て
説
h
な
し
ご
す
る
な
ら
ば
、
失
業
的
根
本
的

防
止
策
ご

L
て
は
、
岡
、
弗
、
跡
、
法
、
リ
ノ
ラ
、

M
内

克
、
ク
ラ

pvJ
、
共
他
ゐ
ら
ゆ
る
貨
幣
倒
怖
の
安
定
を

刷
れ
ば
足
。
る
認
で
ゐ
る
o

か
〈
て
可
一
ω
r
q
放
授
は
、

そ
の
持
論
た
る
貨
僻
mm
倒
値
安
定
策
を
繰
・

1
也
へ
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

ー，、

失
業
問
題
以
、
我
が
固
に
於

τも
、
北
米
合
燕
闘
に

於
る
正
等
し
〈
、
現
に
極
め
て
重
大
な
る
問
題
で
あ

h
、
誕
に
勝
世
帯
盆
々
そ
の
重
要
さ
を
増
す
べ
き
問
題
で

あ
る
。
然
ら
ば
、
出
毎
日
数
授
が
失
業
ピ
物
附
間
後
動
己

の
相
関
々
係

ω研
究
に
採
用
し
て
扇
る
方
法
は
、
我
が

固
に
於

τも
共
催
に
採
用
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

「
失
業
正
物
舗
の
鎚
動
」

ω問
題
に
閲
し
て
出
島
白
殺

授
の
採
用
せ
[
研
究
資
料
の
中
心
を
な
L
τ
ゐ
る
も
の

は
、
物
倒
指
数
ご
失
業
統
計
ぜ
の
ニ
で
め
る
o

故
仁
こ

(
和
一
ニ
抗

第
二
十
三
拳

一
六
五
)

五

五



銑

失

業

と

物

倒

的

控

副

(

第

三

旗

二

八

六

)

E

一
六

の
二
方
面
に
闘
す
る
我
が
闘
の
材
料
を
扮
す
る
ニ
正
、
紹
介
統
計
の
資
料
ご
し
て
は
、
「
勢
働
統
計
要
路
」
(
刑

す

る

。

曾

局

)

、
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職

業

紹

介
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業
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局
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、

第
一
貨
鰐
購
買
力

ω麗
動
、
帥
も
物
価
慣
卒
準

ω畿
「
中
央
職
業
紹
分
局
事
業
報
告
」
(
刷
曾
局
)
、
「
職
業
紹

勤
は
、
物
倒
指
数
に
依
っ
て
示
苫
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
品
川
公
報
」
(
中
央
職
業
紹
介
胡
務
局
)
、
並
に
各
地
職
業

而
し
て
失
業
ピ

ω聞
係
に
於
て
は
、
企
業
に
用
ひ

ιれ
紹
介
所
よ
り
後
表
せ
ら
れ
る
事
業
報
告
が
あ
る
。
此
等

る
生
産
資
本
ご
し
て
の
貨
鮮
が
問
山
崎
正
な
る
の
で
あ
る
の
資
料
こ
そ
、
我
闘
に
於
り
る
失
業
航
路
を
最
も
よ
〈

か
ら
、
物
倒
指
数
正
し
て
は
卸
資
材
調
指
数
合
採
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
・
此
が
利
則
の
借
地
を
充
分
じ
諮

可
ピ
す
る
。
卸

-H物
倒
指
数
正
し
て
は
和
々
の
指
数
を
…
壱
ね
ば
な
ら
凶
。

数
へ
る
一
叫
が
山
雄
ゆ
る
が
、
日
本
銀
行
内
調
査
-
-
係
る
も
一
要
す
る
こ
、
物
園
間
指
数
に
つ
い
て
も
、
失
業
統
計
に

の
が
代
表
的
の
も
の
で
あ
ら
う
。
ー
一
つ
い
て
も
汁
不
完
全
な
が
ら
資
料
は
存
す
る
の
で
あ

第
二
失
業
者
数
並
び
仁
失
業
者
の
制
合
の
制
査
は
一
る
。
日
百
数
授
の
研
究
方
法
は
、
我
が
闘
に
於

τ

頗
る
困
難
で
あ
っ
て
、
失
業
統
計
的
信
頼
村
度
な
る
も
一
も
、
或
稲
の
僚
件
の
下
仁
相
賞
利
用
し
得
る
謬
で
ゐ

の
が
一
般
に
溜
め
て
低
い
事
は
、
民
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
一
る
。

る
所
で
あ
る
ω

特
に
我
が
闘
に
於
て
は
、
叫
労
働
組
ゅ
の

費
途
幼
稚
な
る
闘
係
上
、
特
に
其
の
峨
み
が
多
い
M

印

も
、
我
が
闘
失
業
調
査
の
多
〈
は
比
峡
的
長
時
日
を
隔

て
、
行
は
れ
る
か
ら
、
時
の
画
数
ご
し
て
刻
な
槌
化
し
一

て
行
〈
失
業

ω献
況
を
完
全
に
潟
L
得
な

ν
の
で
あ
一

る
。
放
に
我
闘
に
於
り
る
失
業
を
調
査
す
る
潟
時
に
は

む
し
ろ
職
業
紹
分
統
計
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。
職
業
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